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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

介
護
や
福
祉
、

権
利
擁
護
の
こ
と
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
を

●
鞍
手
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

お
花
で
癒
さ
れ
る
生
活
を

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か

●
鞍
手
町
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

ほ
た
る
の
成
長
を

応
援
し
ま
す

●
く
ら
て
の
明
日
を
紡
ぐ
会
ほ
た
る
部
会

男
女
共
同
参
画
の
今

●
鞍
手
町
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト

鞍
手
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
次
の
と
お
り
、
高
齢
者
の
生
活
を
総

合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
総
合
相
談
・
支
援
事
業　

地
域
の
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が

必
要
か
を
把
握
し
て
、
地
域
に
お
け

る
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
、
関
係
機
関
及

び
制
度
の
利
用
に
繋
げ
る
な
ど
の
支

援
を
行
い
ま
す

●
権
利
擁
護
事
業　

高
齢
者
に
対
す
る

虐
待
の
防
止
・
早
期
発
見
、
そ
の
他

成
年
後
見
な
ど
の
権
利
擁
護
の
た
め

鞍
手
町
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

で
は
次
の
と
お
り
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
材
料
費
の
み
で
楽
し
め
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

毎
週
金
曜
日
（
初
回
は
４
月

17
日
）。
▽
第
１
部
＝
午
前
11
時
30
分

か
ら
午
後
１
時
ま
で
▽
第
２
部
＝
午

後
１
時
30
分
か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
必
要
な
も
の　

は
さ
み
、
作
品
を
持

ち
帰
る
た
め
の
袋
、
ご
み
袋
、
材
料
費

●
申
込
期
限　

４
月
14
日
（
火
）
午
後
５
時

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ

と
は
鞍
手
町
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
☎
（
０
９
３
）
９
２
３
局
８
７
０
０

番
ま
で

３
月
12
日
、
く
ら
て
の
明
日
を
紡
ぐ

会
や
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日

本
、
サ
ン
テ
ッ
ク
な
ど
総
勢
30
人
で
、

九
州
自
動
車
道
鞍
手
パ
ー
キ
ン
グ
南
側

の
小
川
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
小
川
は
、
鞍
手
町
内
で
も
ほ
た
る

が
多
く
生
息
す
る
場
所
で
、
毎
年
５
月

下
旬
か
ら
約
１
か
月
ほ
ど
、
ゲ
ン
ジ
ぼ

た
る
の
乱
舞
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

活
動
は
５
年
ほ
ど
前
か
ら
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
ほ
た
る
部
会
で
は
、
毎

年
３
回
程
度
の
小
川
の
清
掃
の
ほ
か
植

樹
な
ど
に
も
取
り
組
み
、
ほ
た
る
が
住

み
や
す
い
環
境
作
り
を
続
け
て
い
ま
す
。

３
月
７
日
、
く
ら
じ
の
郷
で
鞍
手
町

男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
第
３
回
企
画
・

講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
大
学
講
師
で

あ
る
富
永
桂
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

「
男
女
共
同
参
画
の
今
～
進
ん
だ
も
の
、

進
ま
な
い
も
の
～
」
鞍
手
町
の
場
合
�

と
題
し
行
わ
れ
た
講
演
は
、
他
の
市
町

村
と
鞍
手
町
の
デ
ー
タ
を
比
べ
、
足
り

な
い
も
の
を
見
出
す
な
ど
と
て
も
興
味

深
い
も
の
で
し

た
。
中
で
も
、「
い

い
男
が
い
る
町
は

男
女
共
同
参
画
が

促
進
さ
れ
て
い

る
」
と
い
う
言
葉

は
参
加
者
の
心
に

響
い
て
い
た
よ
う

で
す
。

の
支
援
を
行
い
ま
す

●
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
支
援
事
業　

地
域
の
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
り
、
個
々
の
高
齢
者
の

状
況
や
変
化
に
応
じ
た
包
括
的
・
継

続
的
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
現

す
る
た
め
、
介
護
支
援
専
門
員
の
相

談
・
助
言
、
支
援
困
難
事
例
な
ど
へ

の
指
導
・
助
言
等
を
行
い
ま
す

●
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業　

生
活
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
、
要
介
護

状
態
等
に
な
る
お
そ
れ
が
高
い
と
認
め
ら

れ
る
65
歳
以
上
の
人
が
要
介
護
状
態
に

な
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
、
心
身
の
状

況
等
に
応
じ
て
、
介
護
予
防
事
業
や
そ

の
他
の
適
切
な
事
業
が
効
果
的
に
実
施

さ
れ
る
よ
う
必
要
な
援
助
を
行
い
ま
す

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
く
ら
じ
の
郷

内
）
☎
４
３
局
３
０
１
９
番
ま
で

く
ら
て
の
芸
能
人
が
大
集
合

第
24
回
く
ら
て
芸
能
ま
つ
り

●
鞍
手
町
文
化
連
盟

鞍
手
町
文
化
連
盟
で
は
、
次
の
と
お

り
第
24
回
く
ら
て
芸
能
ま
つ
り
を
開
催

し
ま
す
。
今
回
も
舞
踊
愛
好
者
が
多
数

出
演
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発

表
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

５
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
入
場
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
文
化
連
盟
（
中

央
公
民
館
内
）
☎
４
２
局
７
２
０
０

番
ま
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
を

募
集
し
て
い
ま
す

● 

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ピ
ヨ
ピ
ヨ
」

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
ピ
ヨ
ピ
ヨ
」
で
は
、
読
み

聞
か
せ
活
動
の
仲
間
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
本
を
通
し
て
子

ど
も
た
ち
と
触
れ
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
活
動
日　

毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30

分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

●
活
動
場
所　

中
央
公
民
館
・
く
ら
じ
の
郷

●
活
動
内
容　

読
み
聞
か
せ
活
動
や
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
お
手
伝
い
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

由
衛
久
子
☎
４
２
局

７
８
１
７
番
ま
た
は
中
央
公
民
館
ま
で
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『
溜た

ま
り
場
』

中
学
生
、
高
校
生
の
頃
。
何
を
す
る
で

も
な
く
、
友
だ
ち
の
家
や
、
デ
イ
リ
ー
ス

ト
ア
や
、
ス
ー
パ
ー
な
か
の
の
裏
な
ん
か

に
溜
ま
っ
て
た
。
誰
が
集
め
る
わ
け
で
も

な
く
、
そ
こ
に
行
け
ば
誰
か
い
る
。
そ
の

時
か
ら
、「
大
人
に
な
っ
た
ら
溜
ま
り
場
っ

で
、
単
純
に
飛
び
込
ん
だ
お
寿
司
屋
さ
ん

の
丁で

っ
ち稚
。
大
阪
で
寂
し
さ
に
負
け
て
、
半

年
も
し
な
い
で
帰
っ
て
き
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
出
た
と
こ
勝
負
の
人
生

を
歩
ん
で
き
た
僕
が
、
40
歳
で
結
婚
。「
お

と
う
し
ゃ
ん
」
っ
て
呼
ん
で
く
れ
る
二
人

の
可
愛
い
息
子
が
で
き
た
。
チ
ビ
た
ち
を

て
、
馬
鹿
な
話
を
し
て
。「
あ
れ
っ
？ 

こ

れ
っ
て
溜
ま
り
場
や
ん
�
」
っ
て
気
付
い

た
の
は
、
つ
い
こ
の
間
の
こ
と
で
し
た
。

い
っ
ぱ
い
回
り
道
も
し
た
け
ど
、
生
ま

れ
育
っ
た
鞍
手
の
町
で
、
焼
き
鳥
屋
さ

ん
っ
て
い
う
溜
ま
り
場
を
作
る
第
一
歩

が
、
踏
み
出
せ
た
の
か
な
？

て
ど
こ
に
な
る
の
か
な
？
」
と
考
え
て
た
。

「
み
ん
な
結
婚
と
か
し
た
ら
、
奥
さ
ん
が

う
る
さ
く
て
出
て
来
ら
れ
な
く
な
る
の
か

な
？
」
な
ん
て
、
子
ど
も
な
が
ら
に
考
え

て
た
。

高
校
を
卒
業
す
る
時
、「
あ
っ
、
溜
ま
り

場
、
俺
が
作
ろ
う
�
」
っ
て
、
馬
鹿
な
頭

守
る
た
め
、
一
念
発
起
し
て
始
め
た
焼
き

鳥
屋
さ
ん
。
最
初
は
笑
顔
の
練
習
を
す
る

毎
日
。
う
ま
く
笑
え
な
い
。
こ
ん
な
は
ず

じ
ゃ
な
い
。

い
ろ
ん
な
葛
藤
の
中
、
支
え
て
く
れ
た

の
は
、
友
だ
ち
や
、
先
輩
、
後
輩
、
地
域

の
皆
さ
ん
で
し
た
。
顔
を
見
に
来
て
く
れ

い
つ
か
は
、「
あ
そ
こ
に
行
っ
た
ら
誰
か

い
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
溜
ま
り
場
に

な
れ
た
ら
良
い
な
～
と
思
い
な
が
ら
、
今

日
も
焼
き
鳥
焼
い
て
ま
す
。

夢
は
叶
う
よ
。
信
じ
て
頑
張
れ
ば
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
雅
之
さ
ん
（
木
月
・
43
歳
）
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晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

次
回
は
、
藤
井
祥
太
郎
さ
ん
（
新
延
）
で
す
。

町
制
施
行
60
周
年
を
み
ん
な
で
祝
お
う
�

●
役
場
総
務
課

昭
和
30
年
１
月
１
日
に
剣
町
・
西
川
村
・
古
月
村
の
合
併
に
よ
っ
て

誕
生
し
た
鞍
手
町
は
、
今
年
で
町
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
町

で
は
こ
れ
を
記
念
し
て
、
次
の
と
お
り
記
念
式
典
及
び
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
開
催
場
所
は
、
４
月
に
開
校
し
た
鞍
手
中
学
校
で
す
。
詳
し

い
内
容
は
、
随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
回
覧
板
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
と
き　

５
月
17
日
（
日
）
▽
記
念
式
典
＝
午
前
10
時
か
ら
▽
記
念
講

演
会
＝
午
前
11
時
か
ら
午
後
０
時
30
分
ま
で　

※
記
念
講
演
会
の
整

理
券
は
当
日
午
前
９
時
よ
り
配
布
予
定
で
す
（
１
人
に
つ
き
２
枚
ま

で
配
布
）

●
と
こ
ろ　

鞍
手
中
学
校
（
小
牧
）

●
記
念
講
演
会　

▽
講
師
＝
東
進
ハ
イ
ス
ク
ー
ル　

東
進
衛
星
予
備
校

　

現
代
文
講
師　

林　

修 

氏
▽
演
題
＝
「
や
り
た
い
事
」
と
「
で

き
る
事
」

●
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
庶
務
管
財
係
（
庶
務
担
当
）
ま
で

すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の 100 字以内の感想もお願いし
ます。役場政策推進課☎４２局
２１１１番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

手編み
二色の糸で裾と袖口

に模様を入れてカーデ
ガンを編みました。

中西  一枝さん
（弥生）

竹松  正則さん
（唐ヶ崎）俳句

御山（剣岳）の
山頂は雑木が伐

き

ら
れ見晴らしが大変
よくなりました。
先日望遠鏡を持ち
芦屋の海を眺めま
した。沖の方に白
帆も見え、いつま
でも飽きることは
あ り ま せ ん で し
た。

春
の
海  

山
頂
か
ら
の  

眺
め
よ
し

（C）AKIHIRO SAGA

記念講演会には、
　　　整理券が必要です。

要整理券

東進ハイスクール　東進衛星予備校講師

入場無料

　　　　　　■ 新中学校施設の概要 ■

体育館

鳥瞰図

 
＜施設の概要＞

敷地面積： ㎡

工事種別：改修工事（校舎、野球場）

新設工事（体育館、プール、グラウンド、テニスコート、部室、倉庫等）

主要用途：中学校

構造規模：校舎（鉄骨造）、体育館（鉄筋コンクリート造）

建築面積： ㎡（全体）、 ㎡（校舎）、 ㎡（体育館）

延べ面積： ㎡（全体）、 ㎡（校舎）、 ㎡（体育館）

工期予定：校舎改修・体育館・プール（平成 ５年度）、

野球場改修・テニスコート・グラウンド・外構工事（平成２６年度）

＜体育館：基本的な考え方＞

・緑豊かな敷地を背景に、シンプルな形状のボリュームの組合わせとすることで、落ち着いた

印象を与え、周辺環境へ馴染む外観とし、また、外壁色には自然豊かな色調をベースとし、温

かみのある雰囲気作りをめざします。

・部室などがある東側校舎サイドには、変化のある開口部を設けることで、ボリューム全体に

柔らかい表情を付け、北側グラウンドサイドには、天井までガラス面とすることで、空の見え

る体育館とし、敷地の眺望を活かした、明るく開放的な体育館とします。

・内部は明るく開放的な空間とし、木質系の材料を用いることで、温かみのある空間とします。

記念式典 ５月17日午前 10時～

５月17日午前11時～

●場所
鞍手町立鞍手中学校
（鞍手町大字小牧）
●問い合わせ
鞍手町役場総務課
0949（42）2111

記念講演会

鞍手町
町制施行
60周年

当日、９時から配布予定。

　現代文講師　　林 修　氏
演題 「やりたい事」と「できる事」


